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●注目の議案をPick up ●令和2年度予算～新年度事業を問う!～ ●総括質問●注目の議案をPick up ●令和2年度予算～新年度事業を問う!～ ●総括質問

芦屋市議会は、市民の皆さまにより分かりやすく、親しまれる議会だよりを目指しています。

ぜひ皆さまのご意見をお聞かせください。

芦屋川が近くに流れ、芦屋公園や

大桝公園などの公園もたくさん

ある豊かな自然に恵まれた環境

です。

芦屋川が近くに流れ、芦屋公園や

大桝公園などの公園もたくさん

ある豊かな自然に恵まれた環境

です。

精道
こども園

せいどうっこ！！
あつまれ
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自
由
民
主
党

芦
屋
の
玄
関
口
の
一
つ
で
あ
る
J
R
芦

屋
駅
南
口
が
魅
力
に
溢
れ
、
選
ば
れ
る
ま

ち
と
な
る
た
め
に
は
、
20
年
後
、
30
年
後

も
現
在
の
形
で
い
い
は
ず
が
な
く
、
整
備

や
再
開
発
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か

し
、
計
画
の
遅
れ
に
伴
う
地
価
の
上
昇
、

建
材
費
や
人
件
費
で
膨
れ
上
が
っ
た
事
業

費
の
影
響
も
あ
り
、
7
年
後
に
は
市
の
貯

金
で
あ
る
基
金
が
底
を
つ
く
と
予
想
さ
れ

る
。
そ
う
い
っ
た
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、
計
画
の
見

直
し
を
求
め
、
都
市
再
開
発
事
業
特
別
会

計
予
算
に
反
対
し
た
。
今
後
、
市
と
し
て

議
会
の
判
断
を
重
く
受
け
止
め
た
上
で
、

事
業
の
見
直
し
や
行
政
の
進
め
方
に
大
い

に
期
待
す
る
。

B
E 

A
S
H
I
Y
A

J
R
芦
屋
駅
南
地
区
の
再
開
発
事
業

は
、
駅
南
の
交
通
結
節
点
と
し
て
の
機
能

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
当
初
か
ら
の
目

的
で
あ
り
、
計
画
決
定
時
に
は
1
3
0
億

円
だ
っ
た
事
業
費
が
1
8
8
億
円
と
な

り
、
上
限
を
設
け
ず
に
事
業
費
を
膨
張
さ

せ
た
行
政
に
は
瑕
疵
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
長
期
財
政
収
支
見
込
み
で
は
、
7

年
後
に
は
基
金
が
底
を
つ
き
、
翌
年
に
は

マ
イ
ナ
ス
2
億
円
と
な
り
、
予
算
編
成
が

不
可
能
と
な
る
事
態
も
今
回
の
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
で
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
た

だ
で
さ
え
厳
し
い
財
政
状
況
下
の
こ
の
時

期
に
大
規
模
事
業
を
進
め
て
は
、
市
財
政

が
も
た
な
い
こ
と
を
危
惧
し
、
再
考
を
求

め
る
意
味
で
、
都
市
再
開
発
事
業
特
別
会

計
予
算
の
修
正
案
に
賛
成
し
、
そ
の
後
、

原
案
に
反
対
し
た
が
、
こ
の
考
え
に
変
わ

り
は
な
い
。

日
本
共
産
党

J
R
芦
屋
駅
南
地
区
は
、
歩
行
者
ら
の

安
全
確
保
の
た
め
に
何
ら
か
の
手
立
て

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
き

た
。
再
開
発
事
業
も
そ
の
手
段
の
一
つ
と

し
て
、
地
権
者
を
含
む
住
民
を
交
え
て
の

議
論
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
今
後
は
住
民
合
意
を
得
る
た
め
に
、

な
ぜ
再
開
発
事
業
に
行
き
着
い
た
の
か

を
改
め
て
示
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
縮
小
な
ど
の
検
討

や
、
公
益
施
設
の
設
置
へ
の
理
解
を
市
民

に
求
め
る
た
め
の
努
力
は
必
要
だ
と
考

え
る
。
な
お
、
修
正
案
は
単
な
る
事
業
の

見
直
し
や
節
約
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
事
実

上
、
事
業
計
画
が
白
紙
に
な
る
。
」
と
い
っ

た
可
能
性
を
は
ら
み
、
再
開
発
事
業
に
賛

成
・
反
対
両
方
の
市
民
の
期
待
を
裏
切
る

と
い
う
考
え
か
ら
反
対
し
た
。

公
明
党

都
市
計
画
決
定
時
に
示
さ
れ
た
再
開

発
ビ
ル
関
連
の
事
業
費
1
3
0
億
円
を

今
後
、
増
額
し
な
い
よ
う
強
く
要
望
し
て

い
た
が
、
本
年
1
月
の
計
画
変
更
案
で

は
、
事
業
費
1
8
8
億
円（
58
億
円
増
、
な

ん
と
45
%
も
増
額
）
と
示
さ
れ
た
。
関
連

事
業
費（
約
64
億
円
）を
加
え
る
と
、
総
事

業
費
は
2
5
0
億
円
を
超
え
、
市
民
負

担
も
約
1
2
0
億
円
と
な
る
。
本
市
の
財

政
に
関
し
て
は
、
本
年
2
月
に
示
さ
れ
た

長
期
財
政
収
支
見
込
み
で
、
基
金
は
7
年

後
に
底
を
つ
き
、
10
年
後
に
は
マ
イ
ナ
ス

9
億
2
千
万
円
に
な
る
。
将
来
人
口
も
13

年
後
に
は
8
万
8
千
人
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
や
自
然
災
害
、コ
ロ
ナ
対
策
も
待
っ

た
な
し
の
中
で
、
J
R
芦
屋
駅
南
地
区
の

再
開
発
事
業
費
の
縮
減
を
強
く
求
め
る
。

J
R
芦
屋
駅
南
地
区
の

再
開
発
事
業
に
係
る
予
算
を
否
決

【
修
正
案
の
内
容
（
要
旨
）
】

適
切
な
見
直
し
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
再
開
発
事
業
を
一
時
停

止
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
、関
連
予
算
を
約
11
億
6
，9
0
0
万

円
減
額
す
る
も
の

J
R
芦
屋
駅
の
南
側
は
昭
和
21
年
、戦
災
復
興
事
業
と
し
て
駅
前
線
と
ロ
ー
タ
リ
ー
を
整
備
す
る
計
画

が
決
ま
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
手
つ
か
ず
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
23
年
に
協
議
が
再
開
し
、

平
成
29
年
3
月
に
市
街
地
再
開
発
事
業
と
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
ま
す（
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い

て
は
左
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。）。本
事
業
は
、駅
南
側
の
交
通
渋
滞
解
消
の
た
め
の
ロ
ー
タ
リ
ー

の
新
設
と
再
開
発
ビ
ル（
マ
ン
シ
ョ
ン
・
店
舗
・
公
益
施
設
）
の
建
設
な
ど
に
係
る
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、本
市
議
会
で
は
今
日
に
至
る
ま
で
、精
力
的
に
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
1

2
月
18
日
…
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅

南
地
区
の
再
開
発
お
よ
び
こ
れ
に
関
連

す
る
事
業
の
調
査
の
た
め
に
特
別
委
員

会
（
７
名
の
委
員
で
構
成
）
を
設
置

チ
ェ
ッ
ク
2

3
月
16
日
…
予
算
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
都
市
再
開
発
事
業

特
別
会
計
予
算
と
そ
れ
に
関
連
し
た

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
減
額
修
正

案
が
3
名
の
委
員
か
ら
出
さ
れ
、
本

事
業
に
対
す
る
質
疑
や
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
の
採
決
で
は
「
原
案

を
一
部
修
正
の
上
、
可
決
す
べ
き
も

の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
お
よ
び
臨
時
会
で
は
全
部
で
38
件
の
議
案
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
こ
の
中
か
ら
２
つ
の
項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。JR芦屋駅南地区整備イメージ図

JR芦屋駅南地区再開発事業調査特別委員会を設置

委員長：徳田直彦、副委員長：福井利道

委員：川上あさえ、大塚のぶお、大原裕貴、中村亮介、川島あゆみ

●
審
議
の
経
過

令和2年
3月定例会

2
月
18
日

市
長
か
ら
予
算
案
（
議
案
）
を
提
出

チ
ェ
ッ
ク
1

J
R
芦
屋
駅
南
地
区
再
開
発
事
業
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置

3
月
4
日
～

3
月
11
日

予
算
分
科
会

市
の
各
予
算
を
審
査

3
月
16
日

チ
ェ
ッ
ク
2

予
算
特
別
委
員
会

減
額
修
正
案
（
※
1
）
が
提
出
さ
れ
る

→
原
案
を
一
部
修
正
の
上
、
可
決
す
べ
き
も
の

3
月
23
日

チ
ェ
ッ
ク
3

本
会
議

予
算
特
別
委
員
会
と
同
様
に
一
部
修
正
の

上
、
可
決
（
修
正
可
決
）

3
月
24
日

チ
ェ
ッ
ク
4

市
長
か
ら
再
議
（
※
2
）
の
申
出

令和2年
3月臨時会

3
月
26
日

チ
ェ
ッ
ク
5

臨
時
会

修
正
可
決
し
た
議
案
を
再
び
審
議
し
、
否
決

→
第
20
号
議
案
（
一
般
会
計
予
算
）
を
可
決

第
23
号
議
案
（
都
市
再
開
発
事
業
特
別
会
計

予
算
）
を
否
決

※
1 

減
額
修
正
案
は
、
第
20
号
議
案
（
一
般
会
計
予
算
）
と
第
23
号
議
案
（
都
市
再

開
発
事
業
特
別
会
計
予
算
）
の
2
件

※
2 

再
議
と
は
、
議
会
が
議
案
を
修
正
し
た
場
合
に
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
市

長
が
審
議
の
や
り
直
し
を
求
め
る
こ
と
。
芦
屋
市
議
会
で
は
今
回
が
初
め
て
。

修
正
案
に
対
す
る

 

適
切
な
見
直
し
と
は
？

 

公
益
施
設
の
取
得
を
や
め
た
り
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
の
縮
小
な
ど
に
よ
り
、
事
業
費
を
圧
縮
す
る
よ
う
な
見

直
し
を
想
定
し
て
い
る
が
、
今
後
の
市
の
方
針
を
注
視
す
る
。

 

事
業
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
へ
の
影
響
は
？

 

①
既
に
地
権
者
の
方
々
に
決
断
を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で

あ
る
が
、
一
か
ら
の
話
し
合
い
に
な
る
こ
と
。
②
市
の
再
開
発

事
業
を
前
提
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
駅
舎
改
良
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
て
い
る
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
は
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
と
相
当
な
協
議
・
調
整
が
必
要
に
な
る
こ
と
。
③
こ
れ
ま

で
特
定
建
築
者
を
見
越
し
て
事
業
協
力
者
と
協
定
を
締
結
し
、

と
も
に
事
業
を
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
特
定
建
築

者
の
募
集
・
事
業
の
推
進
力
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

●
J
R
芦
屋
駅
南
地
区
再
開
発
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
・
経
過

日
付

議
会
へ
の
説
明
内
容
や
経
緯
・
経
過
な
ど

平
成
29
年
3
月
31
日

・
都
市
計
画
決
定

6
月
15
日

・「
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
改
良
工
事
等
に
関
す
る
基
本
合
意
書
」
を
締
結

６
月
30
日

（
本
会
議
）

・
芦
屋
市
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決（
全

員
一
致
）【
内
容
：
芦
屋
市
市
街
地
再
開
発
事
業
事
業
協
力
者
・
特
定
建

築
者
選
定
委
員
会
を
新
た
に
設
置
す
る
も
の
】

11
月
15
日

・
事
業
協
力
者
と
協
定
締
結

平
成
30
年
1
月
29
日

・
事
業
計
画
案
の
説
明

5
月
30
日

・
事
業
計
画
決
定

６
月
29
日

（
本
会
議
）

・
阪
神
間
都
市
計
画
事
業
（
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
事
業
）

第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
に
関
す
る
条
例
を
可
決
（
全

員
一
致
）【
内
容
：
都
市
再
開
発
法
の
規
定
に
よ
り
、
本
市
が
施
行

す
る
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
関
し
、
基
本
的
事
項
を
定
め

る
も
の
】

・
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
改
良
工
事
等
の
施
行
に
関
す
る
協
定
の
締
結
を
可
決

8
月
20
日

・
再
開
発
ビ
ル
変
更
計
画
案
の
説
明

令
和
2
年
1
月
27
日

・
事
業
計
画
変
更
案
の
説
明

※
4
・
5
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。

令和2年

第1回定例会
2月18日～
3月23日
（35日間）

令和2年

第2回臨時会
3月26日
（1日間）

J
R
芦
屋
駅
南
地
区
再
開
発
事

業
に
対
し
て
会
派
か
ら
一
言
!

◦再開発事業は、必要な投資事業であるとの考えに

変わりはないが、当初の都市計画決定からの事業

期間や予算総額などの大幅な変更、新型コロナウ

イルスによる経済状況、長期財政収支見込みで示

された本市の財政状況を見ても、市民サービスの

安定的供給に赤信号が灯った状況であり、現在の

計画での事業完遂は不可能だと考える。

◦再開発事業には、計画の採算性や発展性について

の、より明確な数値的裏付けと、これからのまちづ

くりや経済効果のトリガー（引き金）となるような

具体的なプランを持って進めるよう要望する。

◦①事業費が急増していること。②今後、経済環境が

激変する恐れがあること。③本市もすでに人口減

少社会に入っていること。④住民との合意形成に

いまだ見通しが立っていないこと。⑤地下駐車場

の浸水被害に対する防災面での経費の増加が予想

されることなどから、いったん立ち止まって事業

の見直しを検討する必要があると考える。

◦再開発事業費の減額修正は、事業のいったん停止にとどまらず、こ

れまで積み上げてきたものを断ち切ってしまう恐れがある。また、

これまで本事業に協力してこられた地元の方々や駅前の安全性・

利便性の向上を期待している多くの市民を裏切ることになる。も

ちろん、これからの財政運営は決して楽観視できるものではなく、

本事業への財政投入が他の市民サービスに影響を及ぼさないよ

う、行政当局には一層の財源確保の努力を求める。

◦地価の変動、長引く地権者との交渉、建設資材の高騰、働き方改革

における建築現場の人件費の高騰など、社会情勢の変化を織り込

んだ上での計画であったのか疑念は残るものの、JR西日本が協定

に基づき、すでに駅舎改良工事を進めていることや、時間をかけ醸

成させてきた地権者との関係、事業を一時停止した場合の総事業

費に与える影響、当該事業に対する国・県との信頼関係を損なうリ

スクといった種々の問題点が、修正案ではクリアになっていない。

◦議会側が一度事業にストップをかけるならば、計り知れない損害

が生じる恐れがあり、単に約11億円の予算を削減して済む問題で

はなくなる。事業計画の問題であるのならば、一定の対案を示し

議論をしていかなければならない。

賛成 反対

注目の

議案
注目の

議案1

修正案に対する討論

5校5校
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あ
し
や 

し
み
ん
の
こ
え

第
20
号
議
案（
一
般
会
計
予
算
）お
よ
び

第
23
号
議
案（
都
市
再
開
発
事
業
特
別
会

計
予
算
）の
修
正
案
に
よ
り
、
再
開
発
事

業
が
一
時
中
断
し
た
場
合
、
市
の
実
損
は

金
銭
面
だ
け
で
な
く
、
地
権
者
・
国
や
県
・

J
R
西
日
本
・
事
業
協
力
者
・
J
R
芦
屋

駅
南
口
の
整
備
を
期
待
し
て
い
た
市
民

と
の
信
頼
関
係
を
も
損
な
い
、
大
き
な
痛

手
と
な
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
ま

た
、
J
R
芦
屋
駅
南
口
周
辺
を
整
備
し
、

交
通
機
能
を
高
め
、
回
遊
性
の
向
上
に
よ

る
賑
わ
い
の
創
出
を
生
み
出
す
可
能
性

の
あ
る
投
資
事
業
の
取
り
組
み
は
、
近
い

将
来
に
今
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
会
派
と
し
て

は
、
修
正
案
に
反
対
し
、
こ
れ
以
上
総
事

業
費
が
膨
ら
ま
な
い
よ
う
要
望
し
た
。

日
本
維
新
の
会

大
規
模
自
治
体
で
あ
る
近
隣
市
よ
り
も

資
本
で
劣
る
芦
屋
市
が
埋
没
せ
ず
、
勝
負

し
て
い
く
た
め
に
は
イ
メ
ー
ジ
戦
略
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区

の
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、
民
間
の
参
入
を

活
発
化
さ
せ
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ン
の
一
環
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

年
々
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
歳

入
確
保
の
ス
キ
ー
ム
を
長
期
的
に
維
持
し

続
け
る
た
め
に
も
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た

推
進
を
要
望
す
る
。
一
方
で
、
事
業
費
が
大

き
く
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る

た
め
、
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た
め
の
不
断

の
努
力
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
議
会

で
下
さ
れ
た
議
会
で
の
判
断
を
重
く
受
け

止
め
、
真
摯
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

【
内
容
】

出
産
退
院
後
の
母
と
生
後
4

か
月
以
内
の
乳
児
に
対
す
る

心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
「
産
後
ケ

ア
事
業
」
を
新
た
に
実
施
す
る

た
め
、
利
用
料
を
定
め
る
も
の

で
、
市
立
芦
屋
病
院
に
お
い

て
、
宿
泊
や
通
所
に
よ
る
心
身

の
ケ
ア
や
健
康
管
理
を
行
う

「
産
後
ケ
ア
」
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
。

利
用
料
は
下
表
の
と
お
り

【
意
見
・
要
望
な
ど
】

◦
子
育
て
に
対
す
る
男
性
側

の
理
解
が
進
ま
な
け
れ
ば
、

産
後
う
つ
と
い
う
社
会
問

題
は
解
決
し
な
い
。
産
後
ケ

ア
事
業
を
周
知
・
啓
発
し
て

い
く
中
で
、
根
本
的
に
問
題

を
解
決
し
て
ほ
し
い
。

◦
通
い
慣
れ
た
産
婦
人
科
な

ど
で
産
後
ケ
ア
を
受
け
ら

れ
れ
ば
安
心
感
が
あ
る
の

で
、
芦
屋
病
院
だ
け
で
な

く
、
今
後
事
業
を
拡
充
さ
せ

て
ほ
し
い
。

◦
所
得
に
よ
っ
て
利
用
料
に
10

倍
以
上
の
差
を
つ
け
て
い
る

こ
と
に
関
し
、
高
額
納
税
者

に
と
っ
て
、
芦
屋
市
が
住
宅

地
と
し
て
選
ば
れ
に
く
い
ま

ち
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
。

◦
産
後
う
つ
か
ら
児
童
虐
待

と
い
う
最
悪
の
事
態
に
結

び
つ
か
な
い
よ
う
に
、
手
厚

く
、
も
れ
の
な
い
ケ
ア
を
実

現
し
、
本
市
で
本
当
に
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

  

 

ど
の
ぐ
ら
い
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

 

予
算
上
は
「
通
所
型
」
を
22
人
程
度
、「
宿
泊
型
」
を

20
人
程
度
で
考
え
て
い
る
。

 

看
護
師
が
対
応
す
る
の
か
。

 

助
産
師
の
資
格
を
持
っ
た
看
護
師
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め

て
い
る
。

 

利
用
者
の
所
得
に
よ
っ
て
は
利
用
料
が
高
く
な
る
た
め
、
本
事
業
の
利

用
を
た
め
ら
う
方
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

 

い
っ
た
ん
は
右
記
の
利
用
料
で
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
令
和
2
年
度
以
降
に
多

く
の
市
町
村
が
本
事
業
に
着
手
す
る
中
で
、見
直
し
も
含
め
て
考
え
て
い
く
。

 

今
後
、
本
事
業
を
ど
う
周
知
し
て
い
く
の
か
。

 

保
健
師
が
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
の
面
談
の
際
に
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
す
る
。ま
た
、小
児
科
や
産
婦
人
科
の
先
生
に
も

協
力
い
た
だ
き
、そ
こ
か
ら
も
紹
介
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
。

●産後ケア事業の利用料
　（1日あたりの自己負担金）

宿泊型 通所型

生活保護世帯 1,500円 1,000円

市民税非課税世帯 3,000円 2,500円

一般世帯 7,000円 6,500円

夫と妻の合算所得が

730万円以上の世帯
11,000円 10,500円

多胎のとき

第2子以降
1,500円 500円

（例）一般世帯が1泊2日で宿泊型を利用する場合14,000円

2

保
健
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
（
第
15
号
議
案
）

産
後
ケ
ア
事
業
を
新
た
に
実
施

チ
ェ
ッ
ク
5

3
月
26
日
…
臨
時
会
に
お
い
て
、
3
月
23
日
の

本
会
議
で
修
正
可
決

し
た
一
般
会
計
お
よ

び
都
市
再
開
発
事
業

特
別
会
計
予
算
を
否

決
（
賛
成
が
再
可
決
に

必
要
な
出
席
議
員
の

3
分
の
2
に
届
か
ず

否
決
と
な
っ
た
）
。

　

そ
の
後
、
再
び
市
提

出
の
予
算
案
原
案
が

採
決
さ
れ
、
一
般
会
計

予
算
案
は
可
決
（
賛
成

多
数
）
し
た
も
の
の
、

再
開
発
事
業
特
別
会

計
予
算
案
は
否
決
と

な
っ
た
。

JR芦屋駅南地区再開発事業費を盛り込んだ

特別会計予算案を否決（賛成9名、反対11名）

再
議
に
対
す
る

 

再
議
理
由
の
中
で
、
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

 

本
市
の
財
政
状
況
の
悪
化
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
市
税
の
流
出
や

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
、
再
開
発
事
業
で
は
、
地
価
の
上
昇
や
建
築

資
材
の
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
を
考
え
た
上
で
、
行
政
改
革
に
よ
る
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
た
め
、
触
れ
な
か
っ
た
。

 

今
回
の
修
正
可
決
を
受
け
て
、
事
業
を
見
直
す
考
え
は
な
い
の
か
。

 

再
開
発
ビ
ル
や
駅
前
交
通
広
場
に
つ
い
て
は
特
段
、
過
度
な
設
計
を
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
用
地
費
や
補
償
費
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
基
準
に
基

づ
き
適
切
な
算
出
方
法
で
価
格
を
算
出
し
て
い
る
。
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
や
地
下
駐
車
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
コ
ス
ト
縮
減
を
念
頭

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

 

今
後
も
信
頼
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、地
権
者
と
補
償
交
渉
が
で
き
る
の
か
。

 

修
正
可
決
し
た
内
容
で
は
、
地
権
者
と
の
交
渉
は
完
全
に
停
止
せ
ざ
る

を
得
ず
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
信
頼
関
係
や
合
意
形
成
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

 
本
事
業
の
目
標
と
な
る
指
標
は
あ
る
の
か
。

 
交
通
結
節
機
能
の
強
化
や
駅
前
拠
点
の
形
成
に
よ
り
、
本
区
域
を
訪
れ

る
歩
行
者
数
を
約
2
割
増
や
す
こ
と
や
区
域
内
の
完
全
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
の
目
標
を
立
て
て
い
る
。

各
会
派
の
考
え
方
は
2
～
4
ペ
ー
ジ
下
段
「
J
R
芦
屋
駅
南
地
区
再
開
発
事

業
に
対
し
て
会
派
か
ら
一
言
！
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

可決
（全員一致）

【
市
長
か
ら
の
再
議
の
提
案
理
由
（
要
旨
）
】

地
権
者
の
方
へ
の
影
響
や
国
庫
補
助
金
の
申
請
手
続
き

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
、ま
た
、事
業
協
力
者
や
Ｊ
Ｒ
西

日
本
か
ら
の
本
市
へ
の
信
用
が
失
わ
れ
る
こ
と
な
ど
の

理
由
か
ら
、い
っ
た
ん
事
業
が
停
止
状
態
と
な
れ
ば
、今

後
の
事
業
再
開
は
事
実
上
非
常
に
困
難
と
な
る
。ま
た
、

国
や
県
か
ら
の
本
市
へ
の
信
用
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
本
事
業
の
み
な
ら
ず
、
今
後
、
市
が
実
施
す
る
他
の

公
共
事
業
に
対
す
る
補
助
等
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
た
め
、審
議
の
や
り
直
し
を
求
め
る
も
の

チ
ェ
ッ
ク
4

3
月
24
日
…
市
長
が
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、

市
議
会
に
審
議
の
や
り
直
し
を
求
め
る
「
再
議
」
を
請
求

チ
ェ
ッ
ク
3

3
月
23
日
…
本
会
議
に
お
い
て
、
令
和
2
年
度

の
J
R
芦
屋
駅
南
地
区
の
再
開
発
事
業
に
係
る
関
連
予
算

を
大
幅
に
削
減
す
る
修
正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

●
審
議
結
果
一
覧

議
案

番
号

件
名

3
月
23
日

結
果

3
月
26
日

結
果

20

一
般
会
計
予
算

修
正
可
決

（
修
正
案
を
可
決
）

修
正
案
→
否
決

原　

案
→
可
決

23

都
市
再
開
発
事
業
特
別
会
計
予
算

（
J
R
芦
屋
駅
南
地
区
の
再
開
発
事
業
）

修
正
可
決

（
修
正
案
を
可
決
）

修
正
案
→
否
決

原　

案
→
否
決

※
修
正
案
、
原
案
と
も
に
否
決
と
な
っ
た
都
市
再
開
発
事
業
特
別
会
計
（
J
R
芦
屋
駅
南
地
区
の
再
開
発

事
業
に
係
る
予
算
）
は
、
当
面
の
間
、「
暫
定
予
算
」
を
組
ん
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
議
案
に
対
す
る
各
議
員
の
賛
否
は
、10
ペ
ー
ジ
の
「
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
右
記
以
外
の
議
案
の
審
議
結
果
は
、11
ペ
ー
ジ
の
「
審
議
結
果
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

J
R
芦
屋
駅
南
地
区
再
開
発
事

業
に
対
し
て
会
派
か
ら
一
言
!

◦再議では事業費の増大を解消するための具体策が何

ら示されておらず、市は修正案を可決した意味を受け

止めるべきである。

◦約258億円にも上る税金を投入する事業であるだけ

に、国・県、JR西日本などの関係者だけではなく、「全市

民のための事業」という大目的を忘れてはならない。

◦新型コロナウイルスの影響で、今後は市税収入の大幅

減が見込まれる。このまま突き進めば、財政悪化に拍車

をかけるだけでなく、市民サービス全般にも悪影響が

及ぶのではないか。

◦原案は膨れ上がった再開発事業費の圧縮を図るとい

う努力が全く見受けられず、市のリスクマネジメント

が全く機能していない。

賛成

修正案に対する討論（3月26日臨時会）

◦予算の減額修正は、事業の相当年数の先送りとなり、

計画の見直しを求めるという修正案提出者の説明を

超える結果を生じかねない。

◦ペデストリアンデッキや公益施設に問題があるとい

うことであれば、その建設部分の減額修正にとどめる

べきではなかったのか。

◦修正可決した内容では見直しの代替案や別の事業手

法が示されておらず不十分である。

◦再開発事業にいったんストップがかかると、地権者、

国・県、JR西日本、事業協力者、そして、市民との信頼

関係をも損なってしまう恐れがある。

◦民間参入が活発化されるまちづくりを進めていくた

めの起爆剤として、再開発事業は必要である。

反対

5校5校



予算に対して会派から一言

7 62020年5月　No.112  ｜  あしや市議会だよりあしや市議会だより  ｜  2020年5月　No.112

自由民主党

長期財政収支見込みにおいて、芦屋
市の財政状況がこのままでは危機的な
状況に陥ることが行政から発信された
ことを重く受け止めたい。景観形成や
子育ての充実を重視した今年度の予算
編成は評価をしているものの、再開発
事業については財政の観点から強く修
正を求める。予算執行においては、持続
可能かつ効率的な行政運営を念頭に置
き、戦略的に魅力ある芦屋を創出し市
外からの納税世帯を呼び込む政策や市
民ニーズを反映した事業を実施するよ
う求める。

日本共産党

中学校の建て替えと給食の全校実施、
子育て支援の拡充、中小企業・小規模企
業振興計画の策定、幼稚園での3年保育
の試験的導入などを評価するが、新型コ
ロナウイルス問題をはじめ、経済的困難
が増す世帯に光を当てた市政運営を求
める。いとう市長による施政方針と予算
編成の初年度となり、今後の1年が市民
からの評価対象となる。前市政の負の遺
産（2度の住民直接請求＝市民からの「異
議申し立て」など）をどう見直すのか、あ
るいは踏襲するのか、1年後に向けて市
民と共に注視していきたい。

BE ASHIYA

スクラップ・アンド・ビルドの考え方
で予算編成をされたというが、投資的事
業の膨張等を抑えきれず、結局前年度比
5.4%増の496億円となった。「節約」では
なく、スクラップ・アンド・ビルドとは何
かをもっと明確に打ち出すべきではない
か。一方、長期財政収支見込みは、7年後
には基金が底をつき、翌年にはマイナス
2億円を見込んでいる。これは財政再建
団体に陥ることを意味するが、「慎重な財
政運営」というだけで本当に今後の予算
を継続的に編成できるのか。まさにその
岐路に立つ予算といえるのではないか。

公明党

芦屋市の経常収支比率は類似団体中
最下位、人件費率も全国平均25.6%に対
し31%と非常に悪い。また7年後には基
金も底をつき、予算を組むことすら厳し
い事態が予想される。にもかかわらず芦
屋市トップにはその意識が欠如してい
るのではないか。JR芦屋駅南地区再開
発事業の予算は昨年の事業計画から58
億円も一挙に増えた。少しでもコストを
圧縮する、予算を節減するという姿勢が
欠如していると言わざるを得ない。市民
への行政サービスを持続可能なものに
するための基本に立ち返れ。

あしや しみんのこえ

国庫補助事業である無電柱化事業や
ごみパイプライン事業は、当初の建設等
の費用は補助を受けられても、維持管理
費用は補助の対象ではなく、継続して維
持費がかかる。総合公園事業、山手幹線
事業では年間で約6億円の借金返済中で
ある。補助金事業でも、後に市が多額の
経費を負担する事業が少なくないこと、
また、南芦屋浜地区の小学校建設計画の
白紙撤回により、長期的に見込めたはず
の税収が減ってしまったことを踏まえ、
開発事業は長期的な発展性を見込んで
優先順位を設定すべきである。

日本維新の会

「入るを量りて出ずるを制す」の基本
原則に立ち返り、政策的経費として使え
る金額をコントロールした予算編成に
ついて評価する。単年度予算として見た
場合、大きな問題はないものの、今後は、
後期高齢者の激増による社会保障費の
増大など義務的経費の増加が、そして人
口減少などによる歳入額の減少が予想
される。今後も自治体間競争の激化が進
むことを考えると、市民サービスの削減
に頼らないコスト削減の取り組みに加
え、歳入を確保するための取り組みを推
進することを要望する。

――― その他の主な事業 ―――

◆市制80周年記念事業

◆街路樹更新計画の策定

◆同性パートナーシップ宣誓制度開始

◆市立認定こども園（精道・西蔵）の整備（令和3年度開

園予定）

◆朝日ケ丘幼稚園敷地への私立認定こども園の誘致

のための建設費助成

◆山手中学校建て替え完了（令和2年度）に向けた工事

◆精道中学校建て替え完了（令和4年度）に向けた工事

と令和3年1月からの給食の開始

予算案の審査が全議員で構成する予算特別委員会の各分科会（総務・民生文教・建設公営企業）で行われ
ました。分科会では、行財政運営、市民生活、保健福祉、まちづくりなどの予算に関して、活発な質疑応答が
なされ、多くの意見・要望が出されました。

本会議での各会計予算に対する賛否は、4ページと11ページの「審議結果一覧」をご覧ください。

（※都市再開発事業特別会計を除く。）

令和2年度（2020年度）

予算が成立しました 予算の概要はコチラ扌

出産・子育て環境の整備

産後ケア事業を開始

 ��� 5ページ「注目の議案」をご覧ください。

病児保育事業に要する経費 ���� 7,066万円

子ども家庭総合支援拠点の開設 �� 1,543万円

◦病児保育（病児・病後児対応型）の当日の利用予約が

可能になったことが保護者に知られていない。保育

現場での周知を求める。※事前の登録は必要

◦病児保育（体調不良時対応型）が全私立保育園で実

施されるよう求める。

無電柱化の推進

芦屋川沿道の無電柱化工事の着手 � 1億2,675万円

◦財政負担を減らす観点から無電柱化事業の見直し

を検討してほしい。

◦次期計画では路線ごとの整備だけでなく、表通りの

電線を裏通りへ配線する面的な整備など、より経済

的に景観向上が実現できるよう求める。

◦防災の観点で進めるべき事業である。芦屋川沿道の

無電柱化を先送りし、その他の地区の計画も大きく

見直すべきである。

松ノ内公園トイレのバリアフリー化

松ノ内公園便所棟建て替え工事 �� 1,988万円

◦公園施設のバリアフリー化を含む改修に当たって

は、地域との協議を丁寧に行い、遅れることなく進め

るよう求める。

◦公園のトイレの改修や時計の設置に引き続き取り組

んでほしい。

その他の事業に対する要望等
芦屋病院
◦人間ドックは閑散期の利用者数の増加を目指して取

り組んでほしい。

◦病診連携システム「芦っこメディカルりんく」の連携先

となる登録医療機関がさらに増えるように取り組ん

でほしい。

◦国が進める病院統廃合の動きを把握し、他病院との

連携に努め、市民の命と健康を守る病院として存続

してほしい。

消防・防災
◦市民の安全を守るために消防職員数が条例定数と

なるよう求める。

◦SNSなどをさらに活用し、消防団への入団促進につ

なげてほしい。

◦新型コロナウイルスの感染から救急隊員を守るため

に、防護服・マスク・ゴーグ

ル等の備蓄を切らさないよ

う財政上の措置を求める。

◦防災会議の委員構成は、女

性の割合が1割強と低い。

女性の声を生かすため、割

合を上げるよう求める。

広報
◦月1回の発行となった広報紙のメリット・デメリットを

分析し、緊急時の臨時号の発行や、ホームページと

の連携強化なども検討してほしい。

◦市の顔となるホームページの改良を求める。見やす

く、知りたい情報がすぐに見つかるようなページとな

るよう期待する。

放課後児童クラブの待機児童対策の取り組み

事業を行う民間事業者への運営補助金を拡充

�令和元年度：1か所→令和2年度：2か所（予定）1,498万円

◦待機が出る傾向にある地域に施設が増えるよう、事

業者に対する情報開示をしてほしい。

◦直営と民間委託の学

童で、職員の待遇や子

どもが受けるプログラ

ムに差がないように、

現場の声をしっかりと

聴き取ってほしい。

防災・災害対策の取り組み

南芦屋浜の高潮浸水被害対策として

フラップゲート等を設置 ����� 8,000万円

巨大地震に備えるため下水処理場と

低区配水池を耐震化 ����� 3億3,466万円

◦耐震化工事は計画どおり2年かけてしっかりと行って

ほしい。

JR芦屋駅南地区の再開発事業

 �� 2～5ページ「注目の議案」をご覧ください。

新年度事業を問う!  ―予算審査での意見・要望（抜粋）―

高潮や波浪時に雨水管への逆流を遮断するフラップゲート

芦屋市霊園に合葬式墓地を建設

合葬式墓地・管理棟の建設（令和3年度開設予定）

 ��� 3億5,912万円

◦管理棟に授乳や

おむつ替えのス

ペースを設置す

るに当たっては、

利用者の立場に

十分配慮したも

のとするよう求

める。 合葬式墓地の完成イメージ

高齢者の社会活動参加の促進

高齢者バス運賃助成事業 ����� 9,522万円

◦バスが通らない地域の高齢者に対しコミュニティバ

スの運行やタクシー券の配布など、外出を手助けす

る施策を要望する。

◦事業費が年々増加する中、地域ごとの使用率に差が

あり課題となっている。回数制限やタクシーチケット

制度との選択制など課題解決策を求める。

◦利用率が低い地域の方にタクシー助成を拡充できれ

ばよいが、単に拡充すれば

よいという財政状況ではな

い。運転免許証返納との連

携や、対象年齢の引き上げ

などにより事業規模を小さ

くする対応も必要である。 高齢者バス運賃割引証（ICカード）

令和2年度

予算

高潮

アームアーム

扉体 排水

ストッパーストッパー

張出し張出し 戸当たり 戸当たり

降水による貯留常に開放しているので
スムーズな排水が可能

浮力

5校5校
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総括質問

B
E 

A
S
H
I
Y
A 

質
問
者
：
青
山 

暁

施
政
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

議
員 

新
市
長
に
な
っ
て
初
め
て
の
予
算
編
成
と
施
政
方
針
だ

と
い
う
の
に
、
い
と
う
市
長
独
自
の
考
え
方
や
コ
ン
セ
プ
ト
が

織
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。「
私
が
」
と
い
う
一
人
称
表
現
も
全
く

無
い
。
し
っ
か
り
ご
自
身
の
言
葉
で
芦
屋
の
未
来
を
語
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市

 

施
政
方
針
は
一
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
市
政
を
預
か

る
市
長
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
人
称
は
多
用

し
て
い
な
い
。

議
員 

「
1
0
0
周
年
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置
付
け
」

と
あ
る
の
に
、
そ
こ
に
至
る
10
年
後
20
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
取
り

組
み
が
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。
何
を
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。

市

 

1
0
0
周
年
に
向
け
て
、
本
市
の
歴
史
を
築
き
上
げ
て
き

た
先
人
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
、
今
の
芦
屋
市
が
持
つ
魅
力
や

強
み
を
見
つ
め
直
し
、
20
年
先
、
さ
ら
な
る
先
を
も
見
据
え
、
市

制
施
行
80
周
年
の
節
目
の
年
を
「
ス
タ
ー
ト
」
と
位
置
付
け
た
。

議
員 

J
R
芦
屋
駅
南
地
区
再
開
発
事
業
は
「
こ
れ
ま
で
の
芦

屋
と
今
の
A
S
H
I
Y
A
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」
最
重
要
事
業
だ

が
、
過
去
の
J
R
芦
屋
駅
北
再
開
発
時
の
片
側
1
車
線
な
ど
の

負
の
経
験
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
。
住
宅
と
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
が
セ
ッ
ト
と
い
う
南
北
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
な
仕
様
に

固
執
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

市

 

駅
北
側
は
、
住
宅
需
要
を
満
た
し
つ
つ
、
商
業
集
積
地
の

核
と
し
て
機
能
し
て
い
る
が
、
時
代
の
変
遷
の
中
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
交
通
機
能
な
ど
の
今
日
的
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
南
地

区
再
開
発
事
業
で
は
こ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
、
南
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
と
し
て

の
魅
力
を
高
め
、
賑
わ
い
と
新
た
な
価
値
を
創
出
し
、
未
来
の

芦
屋
へ
と
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
は
、
再
開
発
ビ
ル
・
駅
・
交
通
広
場

の
安
全
な
動
線
確
保
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
行
財
政
運
営
に
つ
い
て　

ほ
か

あ
し
や 

し
み
ん
の
こ
え 

質
問
者
：
長
谷 

基
弘

「
芦
屋
市
の
未
来
へ
の
提
言
」

 

市
民
と
共
に
あ
る
市
政
運
営
を
！

議
員 

①
街
路
樹
更
新
計
画
の
策
定
や
②
無
電
柱
化
を
進
め
る

に
当
た
り
、
市
が
認
識
す
る
課
題
と
は
何
か
。

市

 

①
街
路
樹
の
大
木
化
や
老
木
化
が
進
み
、
交
通
安
全
面
や

景
観
上
に
課
題
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
よ
り
効
率
的
な
維
持
管
理

手
法
や
市
民
と
の
協
働
の
仕
組
み
の
構
築
も
含
め
て
持
続
可
能

で
質
の
高
い
街
路
樹
景
観
の
形
成
を
目
指
す
。
②
現
在
採
用
し
て

い
る
小
型
の
電
線
共
同
溝
方
式
は
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た
高
潮

被
害
な
ど
、
地
上
機
器
が
浸
水
す
る
場
合
に
は
課
題
が
あ
る
が
、

台
風
や
地
震
の
揺
れ
等
の
自
然
災
害
に
は
強
い
と
さ
れ
て
お
り
、

総
合
的
に
は
防
災
面
で
の
効
果
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員 

多
く
の
市
民
が
公
立
幼
稚
園
の
3
年
保
育
の
完
全
実
施
を

望
ん
で
お
り
、
令
和
3
年
4
月
か
ら
岩
園
幼
稚
園
で
3
歳
児
保
育

の
試
験
的
実
施
が
行
わ
れ
る
。
必
ず
成
功
さ
せ
る
よ
う
求
め
る
。

教
委 

試
験
的
実
施
に
向
け
、昨
年
に
幼
稚
園
教
諭
が
認
定
こ
ど
も

園
や
保
育
所
で
の
保
育
実
習
を
行
っ
た
ほ
か
、令
和
2
年
度
に
は
、3

歳
児
保
育
を
実
施
し
て
い
る
他
市
の
幼
稚
園
へ
の
保
育
実
習
も
予

定
し
て
い
る
。
岩
園
幼
稚
園
で
の
3
歳
児
保
育
は「
試
験
的
な
実
施
」

で
あ
る
が
、岩
園
幼
稚
園
の
園
児
と
し
て
3
歳
児
を
受
け
入
れ
る
以

上
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
質
の
高
い
幼
児
教
育
を
提
供
し
た
い
。

議
員 

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
を
開
設
す
る
が
、
ど
の

よ
う
な
視
点
・
目
的
で
何
を
行
う
の
か
。
そ
の
事
業
に
よ
っ
て

も
た
ら
す
効
果
と
は
何
か
。

市

 

全
て
の
子
ど
も
・
家
庭
の
相
談
に
対
応
す
る
子
ど
も
支
援

の
専
門
性
を
有
す
る
拠
点
と
し
て
「
家
庭
児
童
相
談
室
」
の
機
能

を
拡
充
し
、
新
た
に
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
室
」
と
し
て
開
設

し
、
母
子
保
健
施
策
を
行
う
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
一
体
的
に
支
援
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
切
れ
目
の
な
い
、
よ
り

専
門
的
な
体
制
で
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
関
係
機
関
と
の
さ

ら
な
る
連
携
や
地
域
で
の
在
宅
支
援
等
を
充
実
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
南
芦
屋
浜
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て　

ほ
か

施
政
方
針
に
つ
い
て

議
員 
新
市
長
と
な
り
初
め
て
の
施
政
方
針
に
お
け
る
考
え
方

の
中
で
「
芦
屋
な
ら
で
は
の
良
さ
」
と
は
何
か
。

市

 

「
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
法
」
と
い
う
本
市
の
み

に
適
用
さ
れ
る
法
律
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
国
際
性
と
文
化
性

に
あ
ふ
れ
た
質
の
高
い
住
宅
都
市
と
し
て
、
良
質
な
生
活
環
境

を
守
り
育
て
、
良
好
な
住
環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
に
条
例
の

制
定
や
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
き
た
。
本
市
な
ら
で
は
の
良
さ

は
、
自
然
が
豊
か
で
美
し
い
ま
ち
な
み
、
交
通
の
便
が
良
く
生

活
環
境
が
良
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
緊
密
で
人
の
つ
な
が
り
が

深
く
暮
ら
し
や
す
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

第
5
次
芦
屋
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

議
員 

令
和
2
年
度
は
第
5
次
総
合
計
画
・
第
2
期
創
生
総
合

戦
略
の
策
定
年
度
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
総
括
・
検

証
と
と
も
に
、
新
た
な
計
画
で
は
目
指
す
べ
き
数
値
目
標
を
示

し
た
上
で
の
立
案
と
な
る
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

市

 

第
4
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
行
政
内
部
の
評
価

や
創
生
総
合
戦
略
の
行
政
評
価
委
員
会
に
よ
る
外
部
評
価
と

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
総
合
計
画
審
議
会
に
報
告
し
た
上

で
審
議
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
客
観
的
視
点
を
入
れ
た

計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
第
5
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
は
、
13
の
施
策

目
標
ご
と
に
、
数
値
で
表
す
指
標
を
設
定
す
る
。

議
員 

教
育
委
員
会
と
し
て
「
教
育
の
ま
ち
芦
屋
」
に
取
り
組
む

に
当
た
り
、
本
質
で
あ
る
公
教
育
が
担
う
基
本
的
学
力
の
さ
ら

な
る
充
実
を
現
場
と
力
を
合
わ
せ
て
進
め
て
ほ
し
い
。

教
委 

市
内
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
を

大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
対
応
し
た
生
き
る
力
を
育
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
長
期
的
な
財
政
運
営
に
つ
い
て

・
行
政
改
革
に
つ
い
て　
　

ほ
か

自
由
民
主
党 

質
問
者
：
福
井 

利
道

日
本
共
産
党 

質
問
者
：
ひ
ろ
せ 

久
美
子

市
民
に
寄
り
添
っ
た
市
政
運
営
を

議
員 

国
の
全
世
代
型
社
会
保
障
の
改
革
に
よ
り
年
金
・
医
療
・
介

護
・
保
育
等
と「
全
世
代
」に
負
担
が
強
い
ら
れ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
支

援
の
た
め
に
、
例
え
ば
①
国
民
健
康
保
険
料
の
子
ど
も
に
係
る
均
等

割
廃
止
や
②
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
の
補
助
な
ど
を
求
め
る
。

市

 

①
県
内
制
度
の
統
一
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
市

独
自
で
の
均
等
割
軽
減
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。
②
中
度
・

軽
度
の
加
齢
性
難
聴
の
方
へ
の
補
助
は
、
他
の
機
能
障
が
い
と

の
均
衡
と
い
う
観
点
か
ら
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員 

環
境
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
13「
気
候
変
動
に
具
体
的

な
対
策
を
」に
照
ら
し
、
神
戸
製
鋼
石
炭
火
力
発
電
所
の
建
設
中
止

を
求
め
る
。
ま
た
、
汚
染
物
質
を
測
定
す
る
測
定
器
を
設
置
し
、
神

戸
製
鋼
と
環
境
保
全
協
定
を
締
結
す
る
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

市

 

石
炭
火
力
発
電
所
は
、
Ｃ
Ｏ
²

の
排
出
量
が
多
い
と
い
う

問
題
が
あ
る
一
方
で
、
我
が
国
の
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
の
一
つ

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
建
設
中
止
を
求
め
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
神
戸
製
鋼
と
の
環
境
保
全
協
定
は
、
立
地

市
で
あ
る
神
戸
市
が
国
よ
り
も
厳
し
い
基
準
で
締
結
し
て
お

り
、
必
要
な
情
報
は
本
市
に
も
速
や
か
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
測
定
器
の
設
置
や
協
定
締
結
の
必
要
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員 

平
和
資
料
の
常
設
展
示
を
求
め
、
教
育
振
興
基
本
計
画

に
平
和
分
野
を
位
置
付
け
、
次
世
代
へ
の
継
承
を
求
め
る
。

市

 

常
設
の
展
示
場
確
保
は
困
難
だ
が
、
戦
後
75
年
の
節
目
に

当
た
り
、
戦
争
の
記
憶
が
風
化
し
な
い
よ
う
市
内
外
の
資
料
を
活

用
し
市
民
の
平
和
意
識
の
醸
成
と
次
世
代
へ
の
継
承
に
努
め
る
。

議
員 

変
形
労
働
時
間
制
を
導
入
せ
ず
教
職
員
を
増
や
し
少
人

数
制
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

教
委 

小
学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
は
35
人
以
下
学
級
で

定
員
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
全
学
年
を
35
人
学
級
と
設
定
す
る

よ
う
、
引
き
続
き
国
や
県
に
要
望
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
財
政
問
題
に
つ
い
て　

・
市
民
参
画
に
つ
い
て　

ほ
か

施
政
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

議
員 

今
後
10
年
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や
老
朽
化
し
た
公

共
施
設
の
更
新
な
ど
の
大
き
な
財
政
負
担
が
あ
り
、
極
め
て
厳
し

い
10
年
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
総
務
常
任
委
員
会
で
示
さ
れ
た
長

期
財
政
収
支
見
込
み
に
て
10
年
後
に
は
基
金
の
枯
渇
が
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
財
政

問
題
の
解
消
と
し
て
、

経
費
削
減
の
考
え
方

は
当
然
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
口
減
少
に

よ
る
財
政
不
安
は
全

国
的
な
課
題
で
あ
り
、

人
口
流
入
の
た
め
の

自
治
体
間
競
争
が
激

化
し
て
い
る
。
周
辺
状

況
を
踏
ま
え
る
と
歳

出
削
減
だ
け
に
注
力

す
る
訳
に
も
い
か
な

い
。
歳
出
削
減
と
歳
入

確
保
を
同
時
並
行
で

進
め
る
行
政
運
営
が

必
要
だ
が
、
今
後
の
行

財
政
運
営
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市

 

令
和
2
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
急
速
に
変
化
す
る
社
会

情
勢
に
適
応
す
る
た
め
の
新
た
な
事
業
を
実
施
す
る
際
に
は
、

歳
出
総
額
を
増
や
さ
ず
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
一
定
の
役
割
を
終
え
た
事
業
の
見
直
し
を
併
せ
て
行
う
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
行
政
改
革
は
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
一
方
で
、
I
T
技
術
が
飛
躍
的
な
進
化

を
遂
げ
る
な
ど
、
時
代
の
大
き
な
変
革
期
の
中
で
、
効
率
的
な
行

政
運
営
を
図
る
こ
と
を
念
頭
に
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
・
複
合
化

に
よ
る
最
適
配
置
な
ど
具
体
的
な
施
策
の
検
討
を
進
め
る
こ
と

で
、
本
市
の
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
す
る

と
と
も
に
、
す
ぐ
れ
た
住
環
境
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
不
育
症
治
療
費
支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て　

ほ
か

日
本
維
新
の
会 

質
問
者
：
大
原 

裕
貴

今後10年間の基金残高・剰余金累計見込の推移

（2月21日総務常任委員会資料『長期財政収支見込み』より）
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公
明
党 

質
問
者
：
帰
山 

和
也

人
口
減
少
を
見
据
え
た
財
政
規
律
の
厳
格
化
を

議
員 

人
口
は
10
年
後
に
8
万
人
台
に
減
少
す
る
見
込
み
で
、
生

産
年
齢
人
口（
15
歳
か
ら
64
歳
）が
減
少
し
、
高
齢
者
人
口（
65
歳

以
上
）が
増
加
す
る
中
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
向
け
政
策
の

優
先
順
位
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
市
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
た
め
、
財
政
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市

 

平
成
31
年
2
月
公
表
の
長
期
財
政
収
支
見
込
み
で
、
令

和
10
年
度
の
基
金
残
高
が
10
億
円
を
下
回
っ
た
こ
と
や
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
減
収
の
拡
大
な
ど
を
受
け
、
予
算
編
成
方
法

を
見
直
し
、
経
費
の
増
加
を
抑
制
す
る
新
た
な
取
り
組
み
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
財
政
計
画
の
策
定
は
、
社
会
経
済
情
勢
が
急
速
に

変
化
す
る
中
で
は
技
術
的
に
困
難
で
あ
り
、
さ
ら
に
行
財
政
運

営
の
柔
軟
性
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。

S
D
G
s
の
推
進
に
つ
い
て

議
員 

福
祉
や
教
育
、
環
境
問
題
解
決
に
向
け
て
の
国
連
の
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
の
達
成
に
向
け
、
教
育
行
政

を
含
め
あ
ら
ゆ
る
政
策
で
の
実
行
と
市
民
へ
の
広
報
を
求
め

る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

市

 

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
第
5
次
総
合
計
画
お
よ
び
第

2
期
創
生
総
合
戦
略
で
、

S
D
G
s
の
解
説
を
掲
載

し
、各
施
策
と
の
関
連
性
を

明
確
に
す
る
た
め
、施
策
目

標
に
S
D
G
s
17
の
目
標
の

ア
イ
コ
ン
を
表
示
す
る
。
市

民
へ
の
広
報
は
実
施
方
法
や

時
期
を
含
め
て
検
討
す
る
。

教
委 

令
和
2
年
度
か
ら
使

用
す
る
小
学
校
6
年
生
の

社
会
科
の
教
科
書
の
中
に
触

れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
教
科

の
学
習
を
通
し
て
児
童
生
徒

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て　

ほ
か

国連で採択された持続可能な

開発目標（SDGs）の17の目標

毎年3月定例会では、各会派の代表者が市長の施政方針に対して質問を行います。

その一部を紹介します。

5校5校
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議案
番号 件名 結果 内容

条例の一部改正

2 印鑑条例 可決 成年被後見人に係る印鑑登録の制限の規定を改めるもの

3

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例及び特定教育・保育
施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関する
条例

可決 内閣府令の訂正に伴い関係条例の規定を整理するもの

4 福祉医療費の助成に関する条例 可決
福祉医療費の助成制度において、他の公費負担医療制度を利用した場合でも本市
の福祉医療費の助成対象とするもの

5 道路の構造の技術的基準を定める条例 可決 自転車通行帯の設置に関する基準を定めるもの

13 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例及び一般職の職員の給与に関する条例

可決
一般職の職員の給料月額および市長・副市長・教育長の期末手当に係る減額割合
を改定するもの

14 手数料条例 可決
複数建築物における建築物エネルギー消費性能向上計画の認定申請手数料等を
定めるもの

15 保健センターの管理に関する条例 可決 ５ページの「注目の議案」をご覧ください。

16 市営住宅の設置及び管理に関する条例 可決
住宅困窮者に対し円滑な市営住宅の供給を図ることを目的に、入居の際の保証人
制度を廃止するもの

17 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例

可決
放課後児童健全育成事業のいわゆる「みなし支援員」とみなすことができる者を、
当分の間は、当該事業に従事することとなった日から起算して１年を経過する日ま
でに、当該研修の修了を予定している者に改めるもの

18 国民健康保険条例 可決 保険料の軽減に係る所得判定基準を拡充するもの

19 下水道事業の設置等に関する条例等 可決 地方自治法の条項を引用する条例の規定を整理するもの

令和元年度補正予算

6 一般会計（第５号） 可決 年度末に当たり、各種の事業費や財源の確定などに伴うもの

7 国民健康保険事業特別会計（第１号） 可決
被保険者のオンライン資格確認システムの導入を、来年度の市町村標準システム
の導入と合わせて行うことになったため、本年度分は不要としたほか、療養給付費
が当初の見込みより増加したことなどに伴うもの

8 公共用地取得費特別会計（第１号） 可決

ＪＲ芦屋駅南地区市街地再開発事業に係る事業用地の先行取得に備えて計上して
いた用地取得費や物件移転補償費について、本年度の執行の見込みがなくなった
ことによる減額、また、東芦屋町の土地について、年度内の売却に至らず、土地の売
却収入が生じなかったための減額などを行うもの

9 都市再開発事業特別会計（第１号） 可決
ＪＲ芦屋駅南地区市街地再開発事業費において、令和元年度中の執行が見込めな
いため、特定建築者に対する補助金の減額などを行うもの

10 介護保険事業特別会計（第１号） 可決
前年度歳計剰余金の確定、平成30年度の介護給付費国・県負担金の精算に伴う償
還、平成30年度の地域支援事業費の確定に伴う国・県からの交付金の受入、基金
積立金の運用利子の追加などを行うもの

11 病院事業会計（第１号） 可決
抗がん剤や難治性疾患患者に対する高額な薬品の使用量の増加による材料費の
増額、また、これに伴う入院および外来収益の増額、あしやふるさと寄附金を基金
に積み立てるもの

34 一般会計（第６号） 可決
国の補正予算に基づき、橋梁等の点検・修繕に要する経費や小・中学校施設ＩＣＴ整
備事業費などを追加するもの

その他

1 固定資産評価審査委員会委員の選任 同意 令和２年３月31日をもって任期が満了する委員の次期委員を選任するもの

12 霊園合葬式墓地等建設工事請負契約の締結 可決
条件付き一般競争入札の結果、霊園合葬式墓地等の建設工事について、税込6億
8,365万円で契約しようとするもの

32 訴えの提起について 可決
消防救急デジタル無線設備の整備事業について、無線機器購入に係る入札におけ
る談合行為により、本市が損害を被ったため、相手方に対し、損害賠償金として、弁
護士費用1割を含む4,859万6,478円の支払いを求めるもの

33 指定金融機関の指定 可決
令和２年４月１日から令和３年３月31日まで、本市の公金の収納および支払いの事
務を取り扱わせるために、金融機関を指定しようとするもの

議員提出議案

5 芦屋市民への呼びかけ 決議 可決 詳しくは10ページの「可決した決議」をご覧ください。

6 芦屋市議会基本条例の一部を改正する条例の制定
について

可決
芦屋市議会機能継続計画（議会ＢＣＰ）の策定に伴い、議会内の災害等対応を行う組
織の名称を「芦屋市議会災害対策本部」から「芦屋市議会災害対策会議」に変更す
るもの

議案
番号 件名 結果

令和２年度予算

21 国民健康保険事業特別会計 可決

22 公共用地取得費特別会計 可決

24 駐車場事業特別会計 可決

25 介護保険事業特別会計 可決

26 後期高齢者医療事業特別会計 可決

議案
番号 件名 結果

令和２年度予算

27 打出芦屋財産区共有財産会計 可決

28 三条津知財産区共有財産会計 可決

29 水道事業会計 可決

30 病院事業会計 可決

31 下水道事業会計 可決

※■■■は「賛否の分かれた議案」を表しています。
※第20号議案および第23号議案の審議結果については、2 ～ 5ページの「注目の議案」をご覧ください。

※「○」�賛成、 「×」�反対、 「欠」�欠席、 「棄」�棄権、 「除」�除斥、 「―」�議長（議長は表決に参加しません。）

※1 寺前議員が3月26日付で会派「改革維新の会」から会派に属さない議員となりました。また、会派「改革維新の会」は4月1日から会派名を「日本維新の会」に変更しています。
※2 修正可決した第20号議案および第23号議案の再議については、特別多数議決のため、議長も表決に参加します。
※3 特別多数議決については、議長を含めた出席議員の3分の2以上（今回の場合は14人以上）の賛成を必要とします。
※4 原案については、議長を除く出席議員の過半数（今回の場合は11人以上）の賛成を必要とします。

※「○」�賛成、 「×」�反対、 「欠」�欠席、 「棄」�棄権、 「除」�除斥、 「―」�議長（議長は表決に参加しません。）
※議案の可否については、議長を除く出席議員の過半数（今回の場合は11人以上）の賛成を必要とします。

賛否の分かれた議案の採決の結果は次のとおりです。

◦第１回定例会（3月23日の本会議）

会派名 自由民主党
芦屋市議会議員団

日本共産党
芦屋市議会議員団 BE ASHIYA 公明党 あしや

しみんのこえ
改革

維新の会※1

会派に
属さない

議員
議決結果

議
員
名

議案番号

福

井

利

道

松

木

義

昭

川
上
あ
さ
え

福
井
美
奈
子

米

田

哲

也

ひ
ろ
せ
久
美
子

平

野

貞

雄

川
島
あ
ゆ
み

青

山

暁

大
塚
の
ぶ
お

中

島

健

一

帰

山

和

也

田

原

俊

彦

徳

田

直

彦

長

谷

基

弘

た
か
お
か
知
子

中

村

亮

介

大

原

裕

貴

寺

前

尊

文

浅
海
洋
一
郎

山
口
み
さ
え

結

果

賛

成

反

対

棄

権

第20号議案
修正案 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × × 〇 〇 ― 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 可決 13 6 0
修正部分を除く原案 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決 18 1 0

第23号議案
修正案 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × × 〇 〇 ― 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 可決 13 6 0
修正部分を除く原案 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決 18 1 0

第25号議案 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × × 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決 16 3 0
第26号議案 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × × 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決 16 3 0
第28号議案 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × × 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決 16 3 0

◦第2回臨時会（3月26日の本会議）

会派名 自由民主党
芦屋市議会議員団

日本共産党
芦屋市議会議員団 BE ASHIYA 公明党 あしや

しみんのこえ
改革

維新の会※1

会派に
属さない

議員
議決結果

議
員
名

議案名または議案番号

福

井

利

道

松

木

義

昭

川
上
あ
さ
え

福
井
美
奈
子

米

田

哲

也

ひ
ろ
せ
久
美
子

平

野

貞

雄

川
島
あ
ゆ
み

青

山

暁

大
塚
の
ぶ
お

中

島

健

一

帰

山

和

也

田

原

俊

彦

徳

田

直

彦

長

谷

基

弘

た
か
お
か
知
子

中

村

亮

介

大

原

裕

貴

浅
海
洋
一
郎

山
口
み
さ
え

寺
前
尊
文
※1

結

果

賛

成

反

対

棄

権

第20号議案 令和2年度一般会計予
算に対する再議の件（3/23本会議で
修正可決したことに賛成か反対か）

〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
※2

〇 〇 〇 × × × × × × 〇 否決
※3

12 9 0

第20号議案（原案） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決
※4

19 1 0

第23号議案 令和2年度都市再開発事業特
別会計予算に対する再議の件（3/23本会
議で修正可決したことに賛成か反対か）

〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
※2

〇 〇 〇 × × × × × × 〇 否決
※3

12 9 0

第23号議案（原案） × × × × × 〇 〇 〇 × × ― × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 否決
※4

9 11 0

芦屋市議会機能継続計画（議会BCP）は、大規模

災害発生時における議会の役割を明確にし、大規

模災害等が発生して様々な制約がある中でも、議

会としての機能を発揮することができるよう日頃

から備えておくことを目的としています。

本市議会では、議会BCPの策定のため、昨年8月

19日にワーキンググループ（寺前副議長を座長と

し、各会派から選出された6名の委員で構成）を設

置し、議長の諮問を受けて検討してきました。

この間、災害対応訓練や議会BCPの先進地であ

る南あわじ市議会への視察などを行い、このたび、

地震・風水害を想定した議会BCPを策定しました。

なお、現在、感染が拡大している新型コロナウイル

スなどの感染症対策については、日々状況が変わって

いる中で、本市議会として対策を講じているため、そ

れらの経験

を今後の見

直しや改定

に反 映して

いく必要が

あると委員

間で確認し

ています。

議会BCP

の詳しい内

容については、市議会ホームページ

「議会機能継続計画（議会BCP）」

をご覧ください。

3月23日の本会議において、新型コロナウイルス感染症の早期終息に

向けて、一日も早く安心した日々を取り戻せることを願い、「芦屋市民へ

の呼びかけ 決議」を全議員一致で可決しました。

決議の内容は下記のとおりです。

私たち芦屋市議会議員一同は、新型コロナウイルス感染症の早期終

息に向けて芦屋市民へ呼びかけます。

現在、日本を、世界を席巻するかのように新型コロナウイルスが広まっ

ています。そして芦屋市も、例外ではなくなってきました。持病のある方、

高齢の方、小さなお子さんのいるご家庭、そして通勤で人混みを避けら

れないお勤めの方など、多くの市民が不安を感じていることでしょう。

終息に向け、国は様々な対策を打ち出していますが、現場では混乱も

生じています。芦屋市はこのような状況の中でも、専門家の知見も生か

し、実情を充分に踏まえた施策を国・県に要請しつつ、現場では可能な限

りの対応に全力を尽くしているところです。しかし、まだまだ至らない点

があるのも事実です。

だからこそ私たち議員一同は、市民の声を聴き、行政を支援すべく今

もこれからも努力をしていく所存です。しかし、感染症そのものを食い止

め、明るい兆しをさらに強めていくには、何よりも市民一人一人の心がけ

と協力が欠かせません。

WHO（世界保健機関）は、「制御可能なパンデミック」 と表明しました。

制御するカギとなるのは、意識的な市民の行動です。

私たち議員一同は、芦屋市民に次のことを改めて呼びかけます。

・こまめな手洗いを率先し、咳エチケットを守りましょう

・食生活に気を使い、適度な運動と十分な睡眠をとりましょう

・うわさに惑わされず、巧妙な詐欺などに注意しましょう

・そして、気分を明るく保てるよう心がけましょう
詳しくはコチラから➡

議会機能継続計画を策定しました

▶賛否の分かれた議案

▶審議結果一覧 可決した決議

検討会議の様子

芦屋市民への呼びかけ 決議

5校5校



編集後記

新型コロナウイルスの感染拡大

によって、行政運営や市民生活に大

きな影響が出ています。市議会も例

外ではありません。

JR芦屋駅南地区再開発事業の

関連予算に対し、修正案提出や再

議など、私も含め新人議員には驚く

ことばかりでした。市民の関心も高

まっており、議員として正確な情報

発信に努めなければならないと再

認識しました。

【編集委員】  川島 あゆみ

6月定例会
日程（予定）

芦屋市議会では、本会議・委員会（議会運営委員会を除く）のインター
ネット映像配信を行っています。パソコン・スマートフォンなどで
ご覧ください。また、日程が変更になることがありますので、ホーム
ページなどでお確かめください。

月 火 水 木 金 土 日

◦
本
会
議
・
委
員
会
の
開
始
は
、
原
則
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

6/1 2 3 4 5 6 7

議会運営
委員会

8 9 10 11 12 13 14

本会議
（提案説明）

建設公営企業
常任委員会

民生文教
常任委員会

総務
常任委員会

委員会
（予備日）

15 16 17 18 19 20 21

議会運営
委員会

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問等）

委員会
（予備日）

22 23 24 25 26 27 28

議会運営
委員会

29 30 7/1 2 3 4 5

本会議
（採決）

議会報告会

延期のお知らせ

5月14日（木）に開催を予定してい

ました議会報告会は、新型コロナウ

イルス感染拡

大防止のため、

開催を延期し

ま す。（ 延 期 後

の日程は未定

です。）

会派の異動・

会派名の変更

3月26日付けで、寺前尊

文議員が「改革維新の会」を

退会し、会派に属さない議

員（無所属）となりました。

また、4月1日付けで、会

派「改革維新の会」が「日本

維新の会」に会派名を変更

しました。

4月27日・28日に

臨時会を開催

新型コロナウイルス感染症拡大

への対策として、休業要請に応じた

中小法人および個人事業主を支援

するためなどの補正予算や、JR芦

屋駅南地区の再開発事業に関する

予算などを審議しました。詳しくは

市議会ホームページ「議会中継」「議

案・議決結果」をご覧ください。

NEWSNEWSNEWS

議会のナゼ? なに? 再発見!
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◆応募方法 「電子メール」または「はがき」にて、住所・氏名・年
齢・電話番号・クイズの答え・議会や本誌に対する
ご意見やご感想を明記してご応募ください。
※メールで応募する場合、件名は「第30回議会クイズ応募」と

してください。

※いただいたご意見はすべて、本誌編集委員が目を通し、今後

の誌面改善のための参考にさせていただきます。

◆応募締め切り 令和2年（2020年）
 5月29日（金）まで
 ※当日消印有効

◆応募先 〒659-8501 芦屋市精道町7番6号　
 芦屋市役所 市議会事務局
 メールアドレス：gijityousa@city.ashiya.lg.jp

※個人情報は賞品の発送以外には使用いたしません。

※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

正解者の中から抽選で3名の方に図書カード（500円

分）を差し上げます。正解は8月発行予定のあしや市

議会だより113号で発表します。たくさんのご応募を

お待ちしています。

◆前回のクイズの答え ※前回の応募件数は46件

「芦屋市でも『男女共同参画社会』の実現を目指し

女性の活躍を促しています。さて、芦屋市議会の女

性議員の数は定数21人中、何人でしょうか？」の

正解は、「①5人」でした。

◆問題 【出題者】川上あさえ委員

全国173番目の市として誕生した芦屋市ですが、

令和2年の今年は節目の年になり、さまざまな記

念行事が予定されています。今年は芦屋市が誕生

してから何周年にあたるでしょうか?

①30周年　 ②60周年　 ③80周年

QRコード➡

（メールアドレス）

第30回

議長・副議長による抽選会

5校


